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学術大会は2日 間に亘 り極めて盛会であつた.三 矢教授の宿題報告 「男性附属性腺の生態病理」
は従来から研究の比較的少いこの領域に於て電子顕微鏡,X線撮 影法,病 理学的検査等によつて




の検査,研究に密接な関連あ り,甚だ有益に拝聴した.更 に清水圭三助教授の特別講演 「泌尿器
科に於ける立位レ線撮影法の意義」は多年の研究成果であつて,動脈撮影法,立 位レ翻最影法を
中心として,血尿,疹痛,蛋 白尿等 と遊走腎,腎 固定術 との関係,更 に膀胱像に就て明示せられ
た.
一般演説の演題数は例年よりも多 く,終了時間が約1時 間延長した程であつた.立 派な研究が
全国的に行われて居 り,本学会も充実していた.出 席会員数も丁度よい程度であると思われる.
学会終了後の懇親会は従来にない新趣向にて豪華 且っ和気盗るるものがあつた.









3.入 会申込みは氏名(フリガナ),住所(雑 誌郵送先),勤 務先,職地位,自 宅開業の別,送
金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1,原稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,その他.寄 稿者は年間購読者に限る.
2.原稿の長さは制限しないが簡潔にする.
3・原稿は横:き ・当用漢字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.400字
詰原稿用紙を用いること.附表,附 図はなるべ く欧文にすること.
4.文献の書式は次の如 くする.著者名;誌 名,巻数=頁数,年 次.
例.中野;泌 尿紀要,1:110,昭30.Lazarus,J.A..J.Urol.,45:527,1941,
5.300語以内の欧文抄録を記 し,之には欧文の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,
なるべくタイプライターを用いること.




8.原稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大掌病院 泌尿器科紀要編集都
